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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　上方の構造体を支持しながら土圧を受ける支持構造体と、

　前記上方の構造体と該支持構造体との間に、該支持構造体が受ける受動土圧方向側の応

力が主動土圧方向側の応力より大きくなるように、該支持構造体の受動土圧方向側に予め

弾性変形させた弾性支承又は弾性装置とを備えることを特徴とする耐震構造体。

【請求項２】

　前記支持構造体は、橋梁、ダム又は可動堰の橋桁を支持する橋台であることを特徴とす

る請求項１に記載の耐震構造体。

【請求項３】

　前記弾性支承は、減衰性能を有さない積層ゴム支承であることを特徴とする請求項１又

は２に記載の耐震構造体。

【請求項４】

　前記弾性支承は、減衰性能を有する免震支承であることを特徴とする請求項１又は２に

記載の耐震構造体。

【請求項５】

　前記弾性装置は、シリンダと、該シリンダ内に配されたロッドと、該シリンダとロッド

との間に介在する弾性体とを備え、減衰性能を有さないことを特徴とする請求項１又は２

に記載の耐震構造体。

【請求項６】
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　 前 記 弾 性 装 置 は 、 シ リ ン ダ と 、 該 シ リ ン ダ 内 に 配 さ れ た ロ ッ ド と 、 該 シ リ ン ダ と ロ ッ ド

と の 間 に 介 在 す る 弾 性 体 と を 備 え 、 減 衰 性 能 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に

記 載 の 耐 震 構 造 体 。

【 請 求 項 ７ 】

　 上 方 の 構 造 体 を 支 持 し な が ら 土 圧 を 受 け る 支 持 構 造 体 を 設 け 、

　 前 記 上 方 の 構 造 体 と 該 支 持 構 造 体 と の 間 に 弾 性 支 承 又 は 弾 性 装 置 を 介 在 さ せ 、 該 支 持 構

造 体 が 受 け る 受 動 土 圧 方 向 側 の 応 力 が 主 動 土 圧 方 向 側 の 応 力 よ り 大 き く な る よ う に 、 該 弾

性 支 承 又 は 弾 性 装 置 を 前 記 支 持 構 造 体 の 受 動 土 圧 方 向 側 に 予 め 弾 性 変 形 さ せ る こ と を 特 徴

と す る 耐 震 性 向 上 方 法 。

【 請 求 項 ８ 】

　 前 記 支 持 構 造 体 は 、 橋 梁 、 ダ ム 又 は 可 動 堰 の 橋 桁 を 支 持 す る 橋 台 で あ る こ と を 特 徴 と す

る 請 求 項 ７ に 記 載 の 耐 震 性 向 上 方 法 。

【 請 求 項 ９ 】

　 前 記 弾 性 支 承 は 、 減 衰 性 能 を 有 さ な い 積 層 ゴ ム 支 承 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 又

は ８ に 記 載 の 耐 震 性 向 上 方 法 。

【 請 求 項 １ ０ 】

　 前 記 弾 性 支 承 は 、 減 衰 性 能 を 有 す る 免 震 支 承 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 又 は ８ に

記 載 の 耐 震 性 向 上 方 法 。

【 請 求 項 １ １ 】

　 前 記 弾 性 装 置 は 、 シ リ ン ダ と 、 該 シ リ ン ダ 内 に 配 さ れ た ロ ッ ド と 、 該 シ リ ン ダ と ロ ッ ド

と の 間 に 介 在 す る 弾 性 体 と を 備 え 、 減 衰 性 能 を 有 さ な い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 又 は ８

に 記 載 の 耐 震 性 向 上 方 法 。

【 請 求 項 １ ２ 】

　 前 記 弾 性 装 置 は 、 シ リ ン ダ と 、 該 シ リ ン ダ 内 に 配 さ れ た ロ ッ ド と 、 該 シ リ ン ダ と ロ ッ ド

と の 間 に 介 在 す る 弾 性 体 と を 備 え 、 減 衰 性 能 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 又 は ８ に

記 載 の 耐 震 性 向 上 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 耐 震 構 造 体 及 び 耐 震 性 向 上 方 法 に 関 し 、 特 に 橋 桁 を 支 持 す る 橋 台 に 適 用 可 能

な 耐 震 構 造 体 及 び 耐 震 性 向 上 方 法 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 河 川 橋 等 に は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 橋 桁 ２ と 、 橋 桁 ２ を 支 持 す る 橋 台 ３ （ ３ Ａ 、 ３ Ｂ ）

及 び 橋 脚 ４ か ら な り 、 橋 桁 ２ と 橋 台 ３ と の 間 に 可 動 支 承 ５ Ａ 、 ５ Ｃ が 配 置 さ れ 、 橋 桁 ２ と

橋 脚 ４ と の 間 に 固 定 支 承 ５ Ｂ が 設 け ら れ た 構 造 が 多 く 存 在 す る 。 こ の よ う な 橋 ２ １ は 、 耐

震 性 を 確 保 す る た め 、 橋 台 ３ 及 び 橋 脚 ４ に 耐 震 補 強 を 施 す 必 要 が あ る が 、 例 え ば 、 河 川 橋

で は 、 河 積 阻 害 率 の 制 約 か ら 橋 脚 ４ の 断 面 形 状 を 大 き く す る こ と が で き な か っ た り 、 河 川

内 に 設 置 さ れ る た め に 施 工 時 期 が 限 定 さ れ て 施 工 が 煩 雑 に な る 虞 が あ る な ど の 問 題 で 、 橋

脚 ４ を 耐 震 補 強 す る こ と が 困 難 な 場 合 が あ っ た 。 ま た 、 砂 防 河 川 橋 及 び 山 岳 部 の 橋 で も 同

様 の 問 題 が あ っ た 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 そ こ で 、 図 ５ に 示 す 橋 ３ １ の よ う に 、 図 ４ に 示 し た 可 動 支 承 ５ Ａ 、 ５ Ｃ 及 び 固 定 支 承 ５

Ｂ を 積 層 ゴ ム 等 の 免 震 支 承 ６ に 取 り 替 え る こ と で 耐 震 性 を 満 足 さ せ る こ と が 考 え ら れ る 。

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 し か し 、 図 ５ に 示 す 橋 台 ３ は 、 背 面 土 側 に よ り 大 き な 土 圧 を 受 け て い る こ と か ら 、 橋 台

３ の 前 面 か ら の 慣 性 力 （ 受 動 土 圧 方 向 ） に 対 し て 耐 震 性 を 損 な い に く い 反 面 、 背 面 土 側 か

ら の 慣 性 力 （ 主 動 土 圧 方 向 ） に 対 し て は 土 圧 を 受 け ら れ な い こ と か ら 、 耐 震 性 が 損 な わ れ
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る こ と が 懸 念 さ れ る 。 図 ５ に 示 す 橋 ３ １ で は 、 地 震 等 の 際 に 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 橋 台 ３

に 設 置 す る 免 震 支 承 ６ （ ６ Ａ 、 ６ Ｂ ） が 起 点 側 及 び 終 点 側 の ど ち ら の 方 向 （ 左 右 ど ち ら の

方 向 ） に も 変 形 す る た め 、 主 動 土 圧 方 向 （ 橋 台 ３ Ａ に つ い て は 右 方 向 、 橋 台 ３ Ｂ に つ い て

は 左 方 向 ） に も 慣 性 力 が 伝 達 さ れ 、 橋 台 ３ の 耐 震 性 を 満 足 さ せ る こ と が で き な い 虞 が あ っ

た 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 上 記 既 設 橋 の 耐 震 構 造 等 に お け る 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ

っ て 、 地 震 等 の 際 に 、 橋 台 に 作 用 す る 主 動 土 圧 方 向 に 作 用 す る 慣 性 力 が 極 力 小 さ く な る よ

う に す る と と も に 、 橋 脚 や 橋 台 等 を 極 力 補 強 す る こ と な く 、 施 工 が 容 易 で 、 か つ 経 済 性 に

優 れ た 耐 震 構 造 体 及 び 耐 震 性 向 上 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 従 来 は 支 持 構 造 体 の 設 置 時 に 、 支 持 構 造 体 に 作 用 す る 主 動 土

圧 方 向 側 の 応 力 と 受 動 土 圧 方 向 側 の 応 力 が 釣 り 合 う 状 態 と な る よ う に し て い た も の を 、 本

発 明 に 係 る 耐 震 構 造 体 は 、 支 持 構 造 体 の 設 置 時 に 、 支 持 構 造 体 に 付 与 さ れ る 受 動 土 圧 方 向

側 の 応 力 が 主 動 土 圧 方 向 側 の 応 力 よ り 大 き く な る よ う に 、 上 方 の 構 造 体 と 、 こ の 構 造 体 を

支 持 し な が ら 土 圧 を 受 け る 支 持 構 造 体 と の 間 に 、 該 支 持 構 造 体 の 受 動 土 圧 方 向 側 に 予 め 弾

性 変 形 さ せ た 弾 性 支 承 又 は 弾 性 装 置 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。 弾 性 支 承 又 は 弾 性 装 置 に

は 、 従 来 使 用 さ れ て い る 弾 性 力 を 予 め 付 与 す る こ と が 可 能 な 支 承 や ダ ン パ を 用 い る こ と が

で き る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 弾 性 支 承 又 は 弾 性 装 置 を 支 持 構 造 体 の 受 動 土 圧 方 向 側 に 予 め 弾 性 変 形

さ せ る こ と に よ り 、 支 持 構 造 体 に 掛 か る 地 震 時 の 主 動 土 圧 方 向 の 力 を 小 さ く 抑 え 、 そ の 分

、 耐 荷 力 の 大 き い 受 動 土 圧 方 向 の 力 を 増 加 さ せ る こ と が で き る た め 、 支 持 構 造 体 の 断 面 形

状 を 大 き く し た り 、 別 途 耐 震 補 強 を 行 わ ず に 耐 震 性 向 上 を 図 る こ と が で き 、 ま た 、 支 持 構

造 体 が 既 存 支 承 の 場 合 に も 、 弾 性 支 承 又 は 弾 性 装 置 に 取 り 換 え る あ る い は 取 り 付 け る だ け

で そ の ま ま 使 用 す る こ と が で き る た め 、 施 工 が 容 易 で 、 か つ 経 済 性 に 優 れ る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 上 記 耐 震 構 造 体 に お い て 、 前 記 支 持 構 造 体 を 、 橋 梁 、 ダ ム 又 は 可 動 堰 の 橋 桁 を 支 持 す る

橋 台 と す る こ と が で き る 。 ま た 、 前 記 弾 性 支 承 を 、 減 衰 性 能 を 有 さ な い 積 層 ゴ ム 支 承 や 、

減 衰 性 能 を 有 す る 免 震 支 承 と し た り 、 前 記 弾 性 装 置 を 、 シ リ ン ダ と 、 該 シ リ ン ダ 内 に 配 さ

れ た ロ ッ ド と 、 該 シ リ ン ダ と ロ ッ ド と の 間 に 介 在 す る 弾 性 体 と を 備 え 、 減 衰 性 能 を 有 さ な

い も の 又 は 有 す る も の と す る こ と が で き る 。 さ ら に い え ば 、 免 震 支 承 に は 、 鉛 プ ラ グ 入 り

ゴ ム 支 承 又 は 高 減 衰 ゴ ム 支 承 等 を 用 い る こ と が で き 、 弾 性 装 置 の 弾 性 体 に は 、 積 層 ゴ ム 、

免 震 ゴ ム 又 は コ イ ル ば ね 等 を 用 い る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 ま た 、 本 発 明 は 、 耐 震 性 向 上 方 法 で あ っ て 、 上 方 の 構 造 体 を 支 持 し な が ら 土 圧 を 受 け る

支 持 構 造 体 を 設 け 、 前 記 上 方 の 構 造 体 と 該 支 持 構 造 体 と の 間 に 弾 性 支 承 又 は 弾 性 装 置 を 介

在 さ せ 、 該 弾 性 支 承 又 は 弾 性 装 置 を 前 記 支 持 構 造 体 の 受 動 土 圧 方 向 側 に 予 め 弾 性 変 形 さ せ

る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 弾 性 支 承 又 は 弾 性 装 置 を 支 持 構 造 体 の 受 動 土 圧 方 向 側 に 予 め 弾 性 変 形

さ せ る こ と に よ り 、 支 持 構 造 体 に 掛 か る 地 震 時 の 主 動 土 圧 方 向 の 力 を 小 さ く 抑 え 、 そ の 分

、 耐 荷 力 の 大 き い 受 動 土 圧 方 向 の 力 を 増 加 さ せ る こ と が で き る た め 、 支 持 構 造 体 の 断 面 形

状 を 大 き く し た り 、 別 途 耐 震 補 強 を 行 わ ず に 耐 震 性 向 上 を 図 る こ と が で き 、 ま た 、 支 持 構

造 体 が 既 存 の 場 合 に も 、 弾 性 支 承 又 は 弾 性 装 置 に 取 り 換 え る あ る い は 取 り 付 け る だ け で そ

の ま ま 使 用 す る こ と が で き る た め 、 施 工 が 容 易 で 、 か つ 経 済 性 に 優 れ る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 上 記 耐 震 性 向 上 方 法 に お い て 、 前 記 支 持 構 造 体 を 、 橋 梁 、 ダ ム 又 は 可 動 堰 の 橋 桁 を 支 持

す る 橋 台 と す る こ と が で き る 。 ま た 、 前 記 弾 性 支 承 を 、 減 衰 性 能 を 有 さ な い 積 層 ゴ ム 支 承
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や 、 減 衰 性 能 を 有 す る 免 震 支 承 と し た り 、 前 記 弾 性 装 置 を 、 シ リ ン ダ と 、 該 シ リ ン ダ 内 に

配 さ れ た ロ ッ ド と 、 該 シ リ ン ダ と ロ ッ ド と の 間 に 介 在 す る 弾 性 体 と を 備 え 、 減 衰 性 能 を 有

さ な い も の 又 は 有 す る も の と す る こ と が で き る 。 さ ら に い え ば 、 免 震 支 承 に は 、 鉛 プ ラ グ

入 り ゴ ム 支 承 又 は 高 減 衰 ゴ ム 支 承 等 を 用 い る こ と が で き 、 弾 性 装 置 の 弾 性 体 に は 、 積 層 ゴ

ム 、 免 震 ゴ ム 又 は コ イ ル ば ね 等 を 用 い る こ と が で き る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ２ 】

　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 橋 脚 や 橋 台 等 の 支 持 構 造 体 を 極 力 補 強 す る こ と な く 、

施 工 が 容 易 で 、 か つ 経 済 性 に 優 れ た 耐 震 構 造 体 及 び 耐 震 性 向 上 方 法 を 提 供 す る こ と が で き

る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ３ 】

【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 耐 震 構 造 体 及 び 耐 震 性 向 上 方 法 を 適 用 し た 橋 を 示 す 概 略 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 図 １ の 橋 の 動 作 を 説 明 す る た め の 概 略 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 る 耐 震 構 造 体 に 用 い る 弾 性 装 置 の 一 例 を 示 す 図 で あ っ て 、 （ ａ ） は 縦

断 面 図 、 （ ｂ ） は （ ａ ） の Ａ － Ａ 線 断 面 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 既 設 橋 の 一 例 を 示 す 概 略 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 既 設 橋 の 他 の 例 を 示 す 概 略 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 図 ５ に 示 す 橋 台 及 び 橋 脚 が 水 平 変 位 し た 後 の 状 態 を 示 す 概 略 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ４ 】

　 次 に 、 本 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し な が ら 詳 細 に 説 明 す る 。 尚 、

以 下 の 説 明 で は 、 本 発 明 に 係 る 耐 震 構 造 体 を 河 川 橋 等 の 橋 台 に 用 い た 場 合 を 例 示 す る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 耐 震 構 造 体 （ 橋 台 ） を 有 す る 橋 の 一 実 施 の 形 態 を 示 し 、 こ の 橋 １

は 、 図 ５ 及 び 図 ６ に 示 す 既 設 橋 ３ １ と 同 様 に 、 橋 桁 ２ と 、 橋 桁 ２ を 支 持 す る 橋 台 ３ （ ３ Ａ

、 ３ Ｂ ） 及 び 橋 脚 ４ を 備 え 、 さ ら に 積 層 ゴ ム 支 承 ７ （ ７ Ａ ～ ７ Ｃ ） を 備 え る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 積 層 ゴ ム 支 承 ７ （ ７ Ａ ～ ７ Ｃ ） は 、 一 般 的 に 用 い ら れ る も の で あ っ て 、 例 え ば 、 ゴ ム と

鋼 板 を 積 層 し て 加 硫 接 着 す る こ と で 鉛 直 方 向 の 剛 性 を 大 き く 、 水 平 方 向 の 剛 性 を 小 さ く し

た も の で あ る 。 こ の 積 層 ゴ ム 支 承 ７ Ａ 、 ７ Ｂ を 橋 台 ３ Ａ 、 ３ Ｂ の 受 動 土 圧 方 向 に 予 め せ ん

断 変 形 し た 状 態 で 橋 台 ３ Ａ 、 ３ Ｂ 上 に 設 置 し 、 橋 脚 ４ に は せ ん 断 変 形 を 付 与 せ ず に 設 置 す

る 。 受 動 土 圧 方 向 は 、 橋 台 ３ Ａ で は 左 方 向 、 橋 台 ３ Ｂ で は 右 方 向 で あ る 。 積 層 ゴ ム 支 承 ７

Ａ 、 ７ Ｂ を せ ん 断 変 形 さ せ る の は 、 橋 台 ３ Ａ 、 ３ Ｂ に 設 置 す る 前 で も よ く 、 積 層 ゴ ム 支 承

７ Ａ 、 ７ Ｂ を 橋 台 ３ Ａ 、 ３ Ｂ に 設 置 し た 後 、 せ ん 断 変 形 さ せ る こ と も で き る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 上 記 構 成 を 有 す る 橋 １ で は 、 積 層 ゴ ム 支 承 ７ Ａ 、 ７ Ｂ を 各 橋 台 ３ Ａ 、 ３ Ｂ の 受 動 土 圧 方

向 に 予 め せ ん 断 変 形 さ せ た た め 、 通 常 時 は 、 各 橋 台 ３ Ａ 、 ３ Ｂ に 受 動 土 圧 方 向 の 力 が 掛 か

っ た 状 態 で 釣 り 合 っ て い る 。 そ し て 、 地 震 等 の 際 に 、 例 え ば 、 橋 台 ３ 及 び 橋 脚 ４ が 橋 桁 ２

に 対 し て 左 方 向 に 相 対 移 動 し て も 、 橋 台 ３ Ａ に つ い て は 主 動 土 圧 方 向 の 慣 性 力 が 大 き く な

る こ と が な く 、 橋 台 ３ Ｂ に 受 動 土 圧 方 向 に 大 き な 慣 性 力 を 受 け 持 た せ る こ と が で き る た め

、 橋 台 ３ の 耐 震 性 を 満 足 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 以 上 の よ う に 、 積 層 ゴ ム 支 承 ７ の 予 備 せ ん 断 変 形 に よ り 、 橋 台 ３ が 主 動 土 圧 方 向 の 力 に

対 し て 弱 く 、 受 動 土 圧 方 向 の 力 に 対 し て 強 い と い う 特 性 を 利 用 し て 、 橋 台 ３ に 掛 か る 主 動

土 圧 方 向 の 力 を 小 さ く 抑 え 、 そ の 分 受 動 土 圧 方 向 の 力 を 増 加 さ せ る こ と が で き る た め 、 橋

台 ３ や 橋 脚 ４ の 断 面 形 状 を 大 き く し た り 、 別 途 耐 震 補 強 を 行 わ ず に 耐 震 性 を 向 上 さ せ る こ

と が で き る 。 ま た 、 橋 １ が 既 存 の 場 合 に も 、 積 層 ゴ ム 支 承 ７ に 取 り 換 え る だ け で 橋 台 ３ 及

び 橋 脚 ４ を そ の ま ま 使 用 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ９ 】
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　 尚 、 積 層 ゴ ム 支 承 ７ に 代 え て 、 減 衰 性 能 を 有 す る 免 震 支 承 を 用 い 、 上 述 の よ う な 予 備 弾

性 変 形 を 付 与 す る こ と で 同 様 の 作 用 効 果 を 奏 す る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 ま た 、 上 記 積 層 ゴ ム 支 承 ７ に 代 え て 、 次 の よ う な 弾 性 装 置 を 用 い る こ と も 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 図 ３ に 示 す よ う に 、 こ の 弾 性 装 置 １ １ は 、 水 平 方 向 に お い て 、 橋 桁 ２ と 橋 台 ３ Ａ の 間 に

配 さ れ 、 一 端 が 橋 台 ３ Ａ に 固 定 さ れ る 長 尺 部 材 １ ２ と 、 一 端 が 橋 桁 ２ に 固 定 さ れ る 筒 部 材

１ ３ と 、 内 周 面 が 長 尺 部 材 １ ２ の 外 周 面 に 固 定 さ れ 、 外 周 面 が 筒 部 材 １ ３ の 内 周 面 に 固 定

さ れ る 筒 状 の 弾 性 体 １ ４ と で 構 成 さ れ 、 受 動 土 圧 方 向 （ 図 ３ （ ａ ） に お い て 右 方 向 ） 側 に

予 め 弾 性 変 形 さ れ て い る 。 筒 部 材 １ ３ は 、 円 筒 又 は 角 筒 の い ず れ で も 構 わ な い 。 弾 性 体 １

４ は 、 ゴ ム １ ４ ａ と 、 同 心 円 筒 状 の 複 数 の 鋼 板 １ ４ ｂ と で 構 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 一 方 、 図 示 を 省 略 す る が 、 も う 一 方 の 橋 台 ３ Ｂ に も 上 記 構 成 を 有 す る 弾 性 装 置 １ １ が 設

け ら れ 、 橋 台 ３ Ｂ に つ い て も 、 弾 性 体 １ ４ が 受 動 土 圧 方 向 側 に 予 め 弾 性 変 形 さ れ る 。 ま た

、 橋 脚 ４ に は せ ん 断 変 形 を 付 与 せ ず に 図 １ に 示 し た 積 層 ゴ ム 支 承 ７ Ｃ が 設 け ら れ 、 橋 台 ３

（ ３ Ａ 、 ３ Ｂ ） 及 び 橋 脚 ４ に よ っ て 橋 桁 ２ が 支 持 さ れ る 。 弾 性 装 置 １ １ の 弾 性 体 １ ４ を せ

ん 断 変 形 さ せ る の は 、 橋 台 ３ Ａ 、 ３ Ｂ に 設 置 す る 前 で も 、 設 置 し た 後 で も 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 上 記 構 成 を 有 す る 橋 に お い て も 、 地 震 等 の 際 に 、 例 え ば 、 橋 台 ３ 及 び 橋 脚 ４ が 橋 桁 ２ に

対 し て 左 方 向 に 相 対 移 動 し て も 、 弾 性 装 置 １ １ が 配 さ れ た 橋 台 ３ Ａ は 、 主 動 土 圧 方 向 （ 図

３ （ ａ ） に お い て 右 方 向 ） の 力 が 大 き く な る こ と が な く 、 受 動 土 圧 方 向 に も 大 き な 慣 性 力

を 受 け 持 た せ る こ と が で き る た め 、 橋 台 ３ Ａ の 耐 震 性 を 満 足 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、

橋 台 ３ Ｂ に つ い て も 同 様 に 力 が 働 き 、 橋 台 ３ Ｂ の 耐 震 性 を 満 足 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 ま た 、 図 示 を 省 略 す る が 、 一 方 の 橋 台 ３ Ｂ に は 弾 性 装 置 １ １ を 設 け ず に 固 定 支 承 と す る

こ と も で き る 。 こ の 場 合 、 通 常 時 に は 、 橋 台 ３ Ｂ の 固 定 支 承 が 橋 桁 ２ を 介 し て 橋 台 ３ Ａ の

弾 性 装 置 １ １ か ら の 押 圧 力 を 受 け 、 橋 台 ３ Ｂ の 固 定 支 承 に 受 動 土 圧 方 向 の 力 が 掛 か っ た 状

態 で 釣 り あ っ て い る の で 、 図 １ に 示 し た 基 本 構 成 と 略 々 同 様 の 状 況 と な り 、 橋 台 ３ Ａ 、 ３

Ｂ の 耐 震 性 を 満 足 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 尚 、 上 述 の よ う に 予 備 弾 性 変 形 を 付 与 し た 弾 性 装 置 １ １ を 、 上 記 積 層 ゴ ム 支 承 ７ に 代 え

て 設 置 す る の で は な く 、 図 ５ に 示 し た 既 設 支 承 ６ （ ６ Ａ ～ ６ Ｃ ） を 有 す る 橋 ３ １ の 橋 桁 ２

と 橋 台 ３ Ａ 、 ３ Ｂ の 間 に 設 置 し て も 同 様 の 作 用 効 果 を 得 る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 ま た 、 上 記 弾 性 装 置 １ １ に 代 え て 、 異 な る 形 式 の 弾 性 装 置 を 用 い る こ と も で き 、 減 衰 性

能 を 備 え た 弾 性 装 置 や 、 各 々 独 立 し た 構 成 を 有 す る 弾 性 装 置 を 組 み 合 わ せ て 設 置 す る こ と

も で き る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 さ ら に 、 上 記 弾 性 支 承 や 、 上 記 弾 性 装 置 の 設 置 対 象 と し て は 、 橋 梁 の 橋 台 以 外 に も 、 ダ

ム や 可 動 堰 の 橋 桁 の 橋 台 が 挙 げ ら れ る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は 、 上 述 し た 上 記 実 施 の 形 態 に

限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 内 で 様 々 な 変 形 や 応 用 が 可 能 で

あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ２ ９ 】

１ 　 橋

２ 　 橋 桁

３ （ ３ Ａ 、 ３ Ｂ ） 　 橋 台

４ 　 橋 脚
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７ （ ７ Ａ ～ ７ Ｃ ） 　 積 層 ゴ ム 支 承

１ １ 　 弾 性 装 置

１ ２ 　 長 尺 部 材

１ ３ 　 筒 部 材

１ ４ 　 弾 性 体

１ ４ ａ 　 ゴ ム

１ ４ ｂ 　 鋼 板

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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